
パウロの宣教旅行 
私のいのちは少しも惜しいとは思いません 

使徒２０：２４ 

東京キリストの教会 

聖書クラス 



クラス 3「第一宣教旅行」 

*アンティオケの教会 
*エルサレム会議 
*キプロスとガラテア伝道の苦労 
 
 



 
 
 

アンティオケ 

アンティオケ 



*現在はトルコ、アンティアキア
（Antyakia) 
*4世紀BCセレウコス一世により建設 
*シリア中心のセレウコス王朝の首都 
*パウロがここで初めて会堂で説教した 
*弟子達は初めてキリスト者とよばれた 
（使徒１１：２６） 

*東と西を結ぶ貿易にとって大切な港都市 
*当時の人口は50万人ほど 
 

 
 

アンティオケ 



アンティオケ 



アンティオケ 

当時のモザイク以外ほとんど残っていない 



アンティオケの教会 
*使徒8章の大迫害によって多くのエルサ
レムの弟子達が集まった 

使徒11:19-20 さて、ステパノのことか
ら起こった迫害によって散らされた
人々は、フェニキヤ、キプロス、アン
テオケまでも進んで行ったが、ユダヤ
人以外の者にはだれにも、みことばを
語らなかった。ところが、その中にキ
プロス人とクレネ人が幾人かいて、ア
ンテオケに来てからはギリシヤ人にも
語りかけ、主イエスのことを宣べ伝え
た。 

 



アンティオケの教会 
*エルサレムからバルナバが送られた 
 
使徒11:22 この知らせが、エルサレムに
ある教会に聞こえたので、彼らはバルナ
バをアンテオケに派遣した。 

 



アンティオケの教会 
*バルナバはタルソからパウロを呼び
出し、一緒に教会に仕えた 

 
使徒11:25-26 バルナバはサウロを捜し
にタルソヘ行き、彼に会って、アンテオ
ケに連れて来た。そして、まる一年の間、
彼らは教会に集まり、大ぜいの人たちを
教えた。 

 



アンティオケの教会 
*国際的であり多くの教師がいた 
使徒13:1 さて、アンテオケには、そこに
ある教会に、バルナバ、ニゲルと呼ばれ
るシメオン、クレネ人ルキオ、国主ヘロ
デの乳兄弟マナエン、サウロなどという
預言者や教師がいた。 

ニゲルという言葉はラテン語で「黒」つま
りニゲルはアフリカ出身の黒人だった 

ルキオの出身クレネも北アフリカ。イエス
の十字架をかついだシメオンもクレネ出
身 このシメオンと同人物の可能性ある 



アンティオケの教会 

クレネ 



アンティオケの教会 
*異邦人教会の母教会だった 
*初めての宣教ミッションを送り出す 
*異邦人の教会入会の問題の中心地 
*エルサレムを抜いて柱の教会となる 
 エルサレムの教会は迫害と金銭的な
問題によって弱くなっていく 

*ルカはアンティオケ出身の可能性 
*福音書（マタイ、マルコ、ルカ）が
アンティオケで書かれた可能性 



エルサレム会議 
 
 

使徒15:1-2ある人々がユダヤから下って来て、
「モーセの慣習に従って割礼を受けなければ、
あなたがたは救われない」と兄弟たちに教え
ていた。それで、パウロやバルナバとその人
たちとの間に、激しい意見の対立と論争が生
じた。この件について使徒や長老たちと協議
するために、パウロとバルナバ、そのほか数
名の者がエルサレムへ上ることに決まった。 

問題：律法に従わないと救われることができ
ない。つまりまずユダヤ人に回心しなければ

クリスチャンになれないという教え 



エルサレム会議 
 
 
使徒15:5 しかし、パリサイ派の者で信者に
なった人々が立ち上がり、「異邦人にも割礼
を受けさせ、また、モーセの律法を守ること

を命じるべきである。」と言った。 

 

 

問題：パリサイ派の信者は異邦人に対して、
モーセの律法を守ることを要求する 



エルサレム会議 
 
 

使徒15:13 ふたりが話し終えると、ヤコブが
こう言った。「兄弟たち。私の言うことを聞

いてください。 

ヤコブ（イエスの実弟）が立ち上がりリー
ダーシップを発揮する。彼はエルサレムの教

会の中心的なリーダーであった。 



エルサレム会議 
 
 

使徒15:19 そこで、私の判断では、神に立ち
返る異邦人を悩ませてはいけません。ただ、
偶像に供えて汚れた物と不品行と絞め殺した
物と血とを避けるように書き送るべきだと思

います 

 

モーセの律法に忠実だったヤコブの言葉には
説得力があった。割礼問題をめぐって 

ヤコブ書、ガラテアへの手紙が書かれた 



キプロスとガラテア 
 

 
 

東サラミスから西パフォスへ距離
は合計２００ＫＭ位 



キプロスとガラテア 
 

 
 

ローマの道路の証拠 



キプロスとガラテア 
 

 
 

パフォス湾 



キプロスとガラテア 
 

 
 

第一宣教旅行 
緑 



キプロスとガラテア 
 

 
 

劇場 

皇帝アウグストスの
宮殿 

ピシディア州アンティオケ 



キプロスとガラテア 
 

 
 

デルベ 



キプロスとガラテア 
 

 
 

デルベ 



キプロスとガラテア 
 

 
 

リストラ テモテの出身地 
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